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本研究では，中国の高齢者と中医師を対象として，高齢者の健康管理におけるウェアラブル

デバイスと中国伝統医学の役割について検討した． 

 

第 1章 高齢者を対象としたウェアラブルデバイスおよび中国伝統医学による健康管理に関する

研究動向 

先進国を中心に，感染症から非感染性疾患を中心とする疾病構造に変化したことで，日常的

な健康管理が重要とされている．高齢者を含む人々の健康管理に対して，近年，情報通信技術

を活用した取り組みが注目されている．一方，中国伝統医学は，これまで経験が重視されてきた

が，近年，補完代替医療が世界的に注目されるようになり，科学的根拠の検証が求められてい

る．  

本章では，ウェアラブルデバイスと中国伝統医学を活用した高齢者の健康管理に関する研究

について，英語，中国語，日本語の 3 言語による体系的文献レビューを行った．その結果，ウェ

アラブルデバイスは，健康指標の可視化，連続記録，中国については，診療手続きの簡便性と

信頼性の高さが明らかとなった．一方で，ウェアラブルデバイスは，高齢者での低い普及度，中

国伝統医学については，可視化された中医師の診断情報の不足による患者の理解や脈像と健

康指標の関連性について課題が見られた．そこで本研究では，ウェアラブルデバイスと中国伝

統医学の主要な診断技法のひとつである脈診に着目して，高齢者の健康管理におけるウェアラ

ブルデバイスと中国伝統医学の役割について検討した． 

 

第 2 章 ウェアラブルデバイスを用いた高齢者の健康指標の測定とその変化に関する基礎的

検討 

手首装着型ウェアラブルデバイス（以下ウェアラブルデバイス）を用いて，高齢者の健康指標

について検討した．高齢者を対象に，ウェアラブルデバイスを着用してもらい，連続した 4か月間

の歩数，血圧，心拍数，睡眠等に関するデータを収集し，一元配置分散分析を行った．その結

果，ウェアラブルデバイス着用前後で 1 日当たりの平均歩数が統計学的に有意に増加した．ウ

ェアラブルデバイスの継続使用によって得られる健康指標の情報を，家族や友人・知人と

共有し，自身の健康管理への関心を強めている可能性についても考察した． 

 

第 3 章 高齢者の健康管理におけるウェアラブルデバイスと脈診器の利活用に関する検討 

本章は，3 つの研究で構成されている．1 つめは，近年，開発が進んでいる中国伝統医学に

関連した計測・診断機器のうち，脈診器について，その診断精度について検討した．高齢者を

対象に，脈診器と中医師による診断結果に関する 104 の組み合わせについて，K 統計量と

k-NN 法によって，診断の一致度について検討した．その結果，K 統計量では，脈像のうち滑

脈・弦脈・緩脈はいずれもおよそ 0.5，渋脈でおよそ 0.7 であった．k-NN 法では，およそ 0.6



であった．これまで心疾患患者を対象とした脈診器と中医師の診断結果に関する報告はみ

られたが，健康な高齢者についても，脈診器を日常の診断や健康状況の把握に活用できる

可能性が示唆された．また，脈診器の診療への活用について，診療時間の短縮および患者

とのコミュニケーションの向上に寄与する可能性を指摘した． 

2 つめは，脈像と健康指標との関連を明らかにすることを目的として，ウェアラブルデバイスで

取得した健康指標と脈診器による脈像との関連について，共分散構造分析を行った．年齢や生

活習慣が脈像に影響するとされながら，これまでそれら相互の関連について実証的な検討はあ

まりなかったが，本研究の結果，脈像と健康指標との関連を明らにした． 

3 つめは，ウェアラブルデバイスから得られる健康指標を用いた予測分析である．ウェアラブル

デバイスを連続 93 日間着用して得られた歩数データについて，自己回帰和分移動平均モデル

を用いた分析を行った．その結果，実測値と予測値との差は 10%以下であった．こうしたウェアラ

ブルデバイスから連続的に得られるデータを用いて，データ共有機能等による健康管理システ

ムでの活用や高齢者の見守りを目的とした親族等との間での情報共有システムの研究・開発の

推進を指摘した． 

 

第 4 章 中医師によるウェアラブルデバイスと脈診器の利活用に関する評価 

 中医師によるウェアラブルデバイスと脈診器の臨床場面での利活用について検討した．

中医師を対象に，半構造化面接を行い，得られた文字データについて，グラウンデッド・セオリ

ー・アプローチにより分析した．その結果，中医師は，ウェアラブルデバイスによって連続的

に得られる複数の健康指標の情報について，患者の健康状態を総合的に把握できる指標と

して，診断支援の点から肯定的に評価していた．脈診器については，教育機関での活用や

診療所外での設置による健康管理体制の構築の可能性を指摘していた． 

 

第 5 章 総合考察 

第 1 章から第 4 章までのまとめと総合考察を行った．本研究の結果から，ウェアラブルデバイ

スで連続的に得られる健康指標や脈診器による脈像の可視化は，高齢者の日常的な健康管理，

診療時間の短縮および診断の正確性の向上に寄与する可能性が示唆された．中国伝統医学

に関連した測定・診断機器の開発については，今後さらに中医師の視点や高齢者の身体的社

会的特性を考慮する必要があることを指摘した． 

今後は，ヘルスデータの蓄積が進むことが予想され，予測医学等の進展が期待されるが，本

研究の成果を組み入れた，通信情報技術と中国伝統医学を含む包括的な高齢者の健康管理

モデルの構築が求められる． 


